






 

 動脈硬化性疾患の発生機序は主に脂質,特にコレステロール(CH)の動脈壁と

血中との間の influx と outflux とのアンバランスに起因する。従来より高 CH

血症が動脈硬化性疾患の危険因子とされているが,近年血中高比重リポ蛋白

(HDL)が末梢組織の CH を肝へ転送する機能を有することが示唆され,血中 HDL

濃度と動脈硬化性疾患との関連が注目されてきた。1975 年 G.J.Miller ら 1)

が,1977年 T.Gordonら 2)が HDLと虚血性心疾患との関連を検討し,血中HDL-CH

濃度が高値である程,その発生頻度が低いとする成績を報告している。そこで生

後早期に血中 HDL-CH を測定することは動脈硬化性疾患の発生および進展を予

防する点で意義のあることと考える。今回我々は臍帯血,およびその母親の総

CH および HDL-CH 濃度を測定したので報告する。 


